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「不登校未然防止早期対応マニュアル」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人 霞ヶ浦高等学校 

 

霞ヶ浦高等学校 



 











※不登校の原因は，特定できない場合も多い。原因探しに捉わ

れることなく、学校と家庭が連携をとって進めていくこと

で生徒の変容が期待できる 

 

 

  

  

報告 

助言 

学年主任、担任副担任で１週間ごとに状況確認する。状況が変わら

ない場合や悪化する。再発する可能性など早めに予想して校⾧、教

頭、教務、生徒指導部へ報告する。 

※適切な登校刺激を与えること

は、登校へのきっかけになるこ

とも多い。しかし、強い拒否反応

が見られるときは、引きこもっ

てしまう場合もあるので個々の

ケースに応じて柔軟な指導方針

を模索する。 

指導助言 

協力 



理由が不明確 等 

４.欠席 1 日目でも状況が切迫して

いるようであれば状況に応じて

保護者召喚・家庭訪問し面談する 

 

1.生徒が自宅にいた 

 

3.別室もしくは教室での

対応と判断する。 

     ↓ 

学年主任,養護に連絡 

1.学年主任に報告 

    ↓ 

2. 管 理 職 、 生 指 部 ⾧ 

教務部⾧へ報告 

3.担任は引き続き連絡

を取り続ける 

4. 欠席 1 日目でも状況

が切迫しているよう

であれば緊急連絡先

に連絡する。 

 

2.状況理由を確認する 

3.学年に報告 

（必要であれば管理主幹へ報告） 

 

2.状況・理由を確認する 

1.生徒が登校した 

4.その日の様子を保護者

に連絡する 

「不登校状況調査」学年運営委員会（月１回）へ報告→校⾧へ報告 

①連続して３日以上の理由が不明確な欠席 

②累計２０日以上の欠席は正当な理由があっても保護者召喚（但し緊急性がある場合はすぐ

に保護者召喚もしくは家庭訪問を実施する  
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関係教職員（担任・学年主任・クラブ顧問等） 
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私学振興室 

児童相談所 

警察 

町役場等 

民間団体 
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